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令和４年第３回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録  

 

 

令和４年９月９日（金曜日）午前 10時 00分開議 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第３号） 

 日程第 １ 市政に関する一般質問 

宇 治 則 幸 君 １．脱炭素社会の構築に向けた再生可能エネルギーの利用につい 

   て 

大 栗 民 江 君 １．障がい者が安心して暮らせる共生社会の推進について 

 ２．子どもの食物アレルギーの対応について 
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 ３番 大 西 三奈子 君  ４番 松 下 寿美枝 君 

 ５番 大 栗 民 江 君  ６番 関 野 常 勝 君 

 ７番 石 上 孝 雄 君     

 ９番 小 林 裕 幸 君  10番 家 入  茂 君 

 11番 本 間 敏 行 君  12番 佐 藤 秀 靖 君 

 14番 宇 治 則 幸 君  15番 日 里 雅 至 君 

 16番 天 日 公 子 君  17番 後 藤 英知夫 君 

───────────────────────────────────────────── 

◎欠席議員（０名） 

        

───────────────────────────────────────────── 

◎説 明 員 

市 長 北  猛 俊 君 副 市 長 稲 葉 武 則 君 

総 務 部 長 関 澤 博 行 君 スマートシティ戦略室長 西 野 成 紀 君 

市 民 生 活 部 長 山 下 俊 明 君 保 健 福 祉 部 長 柿 本 敦 史 君 

経 済 部 長 

兼ぶどう果樹研究所長 
川 上 勝 義 君 建 設 水 道 部 長 北 川 善 人 君 

看 護 専 門 学 校 長 澤 田 貴 美 子 君 総 務 課 長 入 交 俊 之 君 

財 政 課 長 藤 野 秀 光 君 企 画 振 興 課 長 小 笠 原 竹 伸 君 



 - 43 - 

教育委員会教育長 近 内 栄 一 君 教育委員会教育部長 亀 渕 雅 彦 君 

───────────────────────────────────────────── 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長 井 口  聡 君 書 記 大 津  諭 君 

書 記 向 山 孝 行 君 書 記 鷲 見 悠 太 君 

 

 



 - 44 - 

                午前10時00分 開議 

                 （出席議員数17名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） これより、本日の会議を開きま

す。 

 新型コロナウイルス感染防止のため、会議中のマスク

の着用を許可いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 本日の会議録署名議員には、 

        松 下 寿美枝 君 

        佐 藤 秀 靖 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 日程第１、昨日に引き続き、市

政に関する一般質問を行います。 

 それでは、ただいまより宇治則幸君の質問を行います。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） -登壇- 

 おはようございます。 

 通告に基づき、順次、質問させていただきます。 

 脱炭素社会の構築に向けた再生可能エネルギーの利用

について。 

 再生可能エネルギーの利用について伺います。 

 脱炭素は、気候変動問題の被害を最小限に食い止める

ため、温室効果ガスの大気への排出量を実質ゼロにする

ことと考えております。従来より、二酸化炭素、ＣＯ２

排出量が低い低炭素社会ではなく、実質ゼロを目指した

脱炭素社会やゼロカーボンシティーを目指す動きとなっ

てきています。 

 近年、地球温暖化の影響で自然災害が多発し、重大化

してきているのではと、全世界で感じているところです。

世界では、行政や企業だけでなく、地域、市民も脱炭素

化に取り組むべきとの機運が高まってきているところで

す。脱炭素は、省エネを進め、化石燃料を使わずに、太

陽光や水力、風力など、再生可能エネルギー由来の電力

を利用する取組だと考えると分かりやすいと思います。 

 そこで、当市で行われている再生可能エネルギーの利

用について、３点に分けて伺います。 

 １点目は、本市で活用されている再生可能エネルギー

の現状と、今後、有効と考えられるエネルギーについて

伺います。 

 現行では、太陽光や木質ストーブの導入に関して補助

を行っていますが、その利用状況はどうなっているでし

ょうか、伺います。 

 また、当市は森林が多くを占めることから、木質資源

のさらなる利用、同様に、多くの中小河川や地形を生か

した水力、小水力資源も考えられますが、今後、有効と

見込まれるものは何であると考えるか、伺います。 

 ２点目は、ペレットストーブについて伺います。 

 ペレットストーブについては、新庁舎移転に伴い、常

設展示がなくなると聞いております。今後も、市民への

普及拡大を図る取組についてどう考えているか、伺いま

す。 

 例えば、公共的施設等への設置などを考えられている

か、伺います。 

 ３点目に、政府は、2050年までに二酸化炭素、ＣＯ２

など温室効果ガスの排出量実質ゼロを目指す脱炭素の実

現を掲げています。富良野市では、令和３年４月に2050

年ゼロカーボンシティ宣言を行っております。 

 今後、脱炭素社会に向けた取組を推進していく中で、

最終目的はゼロカーボンではありますが、生活環境や新

しい技術の確立など社会変化を考えると、その計画はど

のようなスパンでロードマップを考えておられるのか、

伺います。 

 また、環境省事業の地域脱炭素移行・再エネ推進交付

金の支援対象となる脱炭素先行地域の指定が進められて

いますが、そのエントリーは検討されているのか、伺い

ます。 

 以上、３点について質問します。 

○議長（黒岩岳雄君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時05分 休憩 

        午前10時08分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 おはようございます。 

 宇治議員の御質問にお答えします。 

 前段、お断りをさせていただきますが、聞き取りの時

点での通告に沿って答弁させていただきます。 

 １件目の脱炭素社会の構築に向けた再生可能エネルギ

ーの利用についてでありますが、現在、本市において主

に活用されている再生可能エネルギーとして、固形燃料

ごみを原料とするＲＤＦ、太陽光、木質バイオマスが挙

げられます。ＲＤＦは、燃料として、市民のごみ分別へ

の協力により、年間約2,000トンを生産し、市内温浴施設
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ハイランドふらのでの重油の代替燃料などに活用されて

おります。また、木質バイオマス及び太陽光につきまし

ては、平成21年度に富良野市再生可能エネルギー導入促

進事業補助金を設置し、木質ペレットストーブ設置支援

を開始し、また、平成25年度に太陽光、令和２年度にま

きストーブを追加し、令和３年度までに計64件の実績と

なっております。 

 本市では、令和３年４月、2050年ゼロカーボンシティ

を表明し、その実現に向け、今後、有効と考えられる再

生可能エネルギーにつきましては、令和４年度中に策定

予定である2050年カーボンニュートラル社会実現に向け

た再生可能エネルギー導入計画の脱炭素ロードマップの

中で整理を行うこととしております。 

 また、令和３年度に実施した再生可能エネルギーのポ

テンシャル調査の結果として、小水力、太陽光、バイオ

マス、雪氷熱が挙げられておりますが、現在、活用中の

ＲＤＦの品質向上や、さらなる脱炭素につながる取組と

ともに、本市の重要な資源である景観に配慮し、多様な

エネルギーの組合せが必要であると考えているところで

あります。 

 次に、ペレットストーブの普及拡大のための常設展示

につきましては、平成22年度から現庁舎１階にて実施し

てきましたが、新庁舎移転後は、ペレットストーブを含

め、ゼロカーボンの取組についてより多くの市民に関心

を持ってもらうため、引き続き、富良野環境展開催のほ

か、新庁舎１階のＦプラザを活用した定期的な展示を検

討しております。 

 次に、国の脱炭素先行地域への検討でありますが、本

市としましては、市内でモデル地区を設定し、調査研究

を行い、同地区で得られた知見を他地区へ広げていくス

テップを想定しており、その過程の中で脱炭素先行地域

へのエントリーも念頭に置きながら協議を進めてまいり

ます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） 順次、再質問してまいります。 

 １点目、再生可能エネルギーの現状を詳しく説明いた

だきました。 

 その中で、ペレットストーブ、木質バイオマスといい

ましょうか、それについて、導入に関して頭打ちになっ

ているような状況ではないかと思っているところです。 

 それについて、何か問題点があると考えられているか、

木質ストーブの関係について現状で考えられていること

があればお聞きしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 木質系の導入実績が頭打ちではないのかという御質問

かと思います。 

 先ほど市長答弁で述べましたように、ペレットストー

ブにつきましては平成21年度から補助を行っております。

導入当初は、平成21年度６件、22年度６件というふうに

５件前後で推移をしておりました。ただ、平成28年度頃

から１件、ゼロ件というような状況で、決算特別委員会

で報告しているとおり、実績が減ってきたのは事実でご

ざいます。ここの部分につきましては、当然、脱炭素と

いうことの市民の意識は高揚しつつも、実際、家庭で使

うものですので、灯油単価の状況ですとか、そういった

相対的な要因を含めて伸び悩んだところもあったかとい

うふうに原課では分析をしております。 

 ただ、令和２年度から、まきストーブということでそ

のメニューを追加しておりますので、まきストーブにつ

きましては、令和２年度４件、令和３年度５件というふ

うに順調に推移をしております。 

 また、今後につきましても、ゼロカーボンの達成のた

めのＰＲですとか啓発を広めていって、ペレットストー

ブ、まきストーブともに需要が伸びていくことを期待し

て事業を推進してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） 私なんかは古い人間で、木質ス

トーブというか、石炭ストーブとかというのは、非常に

火の気が心配だとか、そういうことがあるのですけれど

も、お伺いすると、木質ペレットについては、非常に、

電気的なコントロールで、安定した火力とか、長時間も

たせるとか、いま、そういうことが進んでいると聞いて

おります。 

 後にも関連しますけれども、そういうことも踏まえて、

２点目のペレットストーブの問題に移らせていただきま

す。 

 いま申し上げたとおり、ペレットストーブというのは

非常に進化しているもので、昔のイメージの火を燃やす

というよりは、本当にコントロールしやすくて安全なも

のに変わってきているかと思っております。そのことに

ついて、いま、市長答弁の中に、環境展とか、それから、

新庁舎のＦプラザの中で、機会を見て、展示会というか、

広報する場面を設けるというふうなお話だったかと思い

ますけれども、やはり、価格は結構高いけれども、使っ

てみれば使いやすいものだということをもっともっと市

民にアピールすべきだと思いますが、どのようにお考え

でしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 



 - 46 - 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 ペレットストーブのＰＲというか、普及拡大のために

どのようにということだと思いますが、先ほど市長が答

弁しておりますとおり、現在の庁舎の市民ロビーに展示

をしてＰＲを図り、環境展で展示をしております。令和

４年度はちょっと事情があってできませんでしたが、令

和３年までは燃焼の実演をして、来場された方にペレッ

トストーブのよさについてＰＲを行ってきたところです。 

 今回、庁舎移転ということもございまして、新庁舎内

での燃焼は難しいところがありますが、複合庁舎という

ことで、文化会館の利用者、市役所への来庁者など、一

堂に集まる、人が集まる庁舎を目指しておりまして、せ

っかく真ん中にＦプラザという市民が交流できる場所が

できましたので、2050年ゼロカーボンに向けた展示を、

ペレットストーブの展示も含めて、そこの場所を有効活

用してＰＲしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） 先ほど言われた通告の段階では

十分ではなかったことなのですけれども、ペレットスト

ーブを市民の方に知らしめる方法として、いまは旧庁舎

でやっていて、新しい庁舎も時期を見てそういうことを

キャンペーンするという形になっていますけれども、温

暖化対策実行計画というか、そういう中にも、例えば公

共的施設への設置などという一文があったものですから、

それについて何か具体的な考えがあるか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 まず、2050年ゼロカーボンの実現に向けては、当然、

自治体、行政はもちろんですけれども、市民の皆様、事

業者の皆様に御協力をいただいて進めていかなければな

らないものと考えております。 

 その点でいきますと、いま、質問にありましたペレッ

トストーブなどの他の公共施設も含めた活用の方針とい

うことでございますが、こちらは、ペレットストーブに

限らず、公共施設への再エネですとか省エネ設備の導入

につきましては推進していく必要があると考えておりま

す。今後、施設ごとに、建物の構造ですとか設置スペー

スの問題もありますので、可能と判断したところから、

順次、導入していけるように、関係各部署と協議をして

検討を進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） いまの点については、ぜひとも、

これは補助対象とかが市民になっていますけれども、い

ろんな公的施設等において、市外からの出入りのあるよ

うな場所でもできれば見せて、富良野ではこういうこと

に取り組んでいるのだぞというＰＲ効果も考えて取り組

まれたらいいかなと思っているところです。 

 ３点目に参ります。 

 端的に言うと、脱炭素先行地域の指定ということにつ

ながりますけれども、その前に、2050ゼロカーボンシテ

ィ宣言で、期間が2050年ということで非常に先が長いで

すけれども、多分、どこかで区切りをつけながら、振り

返りながら、そういうロードマップが必要かと思ってお

りますけれども、何か、ロードマップ的なもので考えて

いる方法はございますか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 2050年は先が長いというお話です。こちらについては、

2050年にゼロということではなくて、前倒しが可能であ

れば早いうちにというのは当然のことでございます。そ

こも含めまして、現在、策定中の2050年カーボンニュー

トラル社会実現に向けた再生可能エネルギー導入計画と

いうところで脱炭素ロードマップをいま整理中でござい

ますので、その策定をもって、その部分が前倒しできる

のか、できないのかも含めまして、協議を進めていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君 

○14番（宇治則幸君） いまの話については、ぜひとも、

若干短めのスパンの中でやってきたことの検証、あるい

は、次にステップを踏むために、なるべく、できれば短

いスパンの中で検証を繰り返す、そういうことが望まし

いかと思っているところでございます。 

 この件について、例えば10年とか５年とか、具体的な

ものは、この後、ロードマップが作成されると聞いてお

りますけれども、もしも方向的にこれぐらいのスパンが

適当かなと思うというようなことがあればお聞かせ願い

たいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再々質問に

お答えいたします。 

 議員がおっしゃるとおりでございますので、なるべく

早急にということで考えております。 

 ただ、こちらの取組につきましては、行政で、啓発で
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すとか、ＰＲですとか、各種取組を行っても達成できる

ものではございません。先ほど申し上げましたように、

事業者の方、市民の方に御理解をいただくところが非常

に重要だと考えております。 

 市民の皆様への周知ということについては、新庁舎で

Ｆプラザというのも考えておりますが、来月、10月９日

には「市民セミナー 2050年ゼロカーボンシティに向け

て」ということでセミナーも予定しております。新しく

なった複合庁舎で、10月９日午後にセミナーを予定して

おりますので、ぜひ、そちらのほうにも御参加いただけ

るとありがたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） 脱炭素先行地域を環境省が進め

ておられるということで、もう既に始まって先行事例が

出ているようでございます。 

 聞き取りの段階で、答弁と同じなのですけれども、事

業に乗れば補助金がつくとかそういうこともありますけ

れども、先進的な事例はどんどん調査して、うちのまち

はうちのまちの独自の形で進めるということで、私はや

っても構わないと。エントリーされるかどうかはまた別

として、先進事例をたくさん取り込むことは必要ではな

いかと思っております。 

 特に、私は、エントリーにはこだわらないのですけれ

ども、もう少し突っ込んでエントリー等を考えるとか、

そういう状況はございますでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 脱炭素先行地域へのエントリーも含めた考え方という

ことかと思います。 

 先ほどの市長答弁では、脱炭素先行地域への検討とい

うことで、市内でモデル地区を設定して調査研究を行っ

ていきたいというふうに、そこも含めて、エントリーを

念頭に置きながら事業を進めていきたいというふうに答

弁させていただいているところです。 

 国の環境省の脱炭素先行地域でありますが、北海道内

では石狩市ですとか上士幌町、鹿追町で現在選定されて

いるところであります。 

 この脱炭素先行地域ですが、エントリーの採択ポイン

トがございます。内容としては、モデル地区を選定する

こと、選定した地区内でゼロカーボンとするために必要

な再生可能エネルギーを導入すること、また、三つ目と

して、エネルギーのほか、地域課題の解決に資する取組

であること、また、現在利用可能な技術の導入であり、

地域住民と一体となって取り組むことというのが採択の

ポイントとなってございますので、こちらを念頭に置き

ながら、富良野市内でモデル地区の選定も検討しながら、

脱炭素先行地域の中にエントリーしていけるような取組

を進めていきたいと考えております。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 14番宇治則幸君。 

○14番（宇治則幸君） 最後に、まとめ的になりますけ

れども、市長答弁の中でＲＤＦの話もいただいて、実は

ほっとしているところです。 

 資源回収によってＲＤＦをつくるということで、富良

野は、最初はすごく先進的な取組だったと思われます。

それは、市民生活の中でいまでは当たり前になっている

ことが環境や地域にいい、そういうふうに多くの人が認

識されるようになったこと、これと同様に、脱炭素の目

標を市民と共有し、再生可能エネルギーの利用に多くの

市民、地域が参加できるような取組、仕組みづくり、ま

た、再生エネルギーは地元による地元の事業、地場にあ

る再生資源を有効利用するのだということで、地域の活

性化につなげることができると市民に対しても啓発する

ことが重要と考えますが、この件についてどうお考えで

しょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 宇治議員の再質問にお

答えいたします。 

 いま、議員がおっしゃられたことにつきましては、当

然至極のことであると考えておりますので、市民生活部

というか、富良野市としても、啓発、情報発信のところ

に力を入れて今後取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、宇治則幸君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、５分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時28分 休憩 

        午前10時32分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、大栗民江君の質問を行います。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） -登壇- 

 通告に従い、一般質問します。 

 １件目、障がい者が安心して暮らせる共生社会の推進

について。 

１項目めは、障がい者とともに暮らせるまちづくりにつ
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いてです。 

 第６次富良野市総合計画では、「輝く。つながり合う。

ひとのＷＡ！」を主軸に、障がい者が安心して暮らせる

共生社会の推進を掲げ、第４期富良野市障がい者計画、

第６期富良野市障がい福祉計画、第２期富良野市障がい

児福祉計画を定め、各種施策を推進されています。「と

もに生き・ともに暮らせるまち ふらの」を基本理念と

して推進されてきた第４期富良野市障がい者計画が、今

年度で５年の期間が終了します。種々の計画に沿って推

進されている障がい者とともに暮らせるまちづくりには、

歩道などのハード面とともに、障がい者の心理的な負担

などを軽減するソフト面の取組も大切であると思います。 

 そこで、初めに、障がい者の共生社会に対してどのよ

うに展開し、取り組まれてきたのか、お伺いします。 

 特に、ソフト面についての取組、成果等についてお伺

いします。 

 さきの成果等を踏まえた上で、第５期富良野市障がい

者計画の策定における共生社会の実現に向けた取組につ

いてお伺いします。 

 ２項目めは、障害者手帳のデジタル化の取組について

です。 

 障がい者の社会参加を支援するため、障がい者が利用

する福祉サービスの一つに公共交通機関や施設利用等の

障がい者割引制度があります。これらの制度を利用する

ときに、本人確認として提示を求められる障害者手帳は、

紙製なので劣化しやすいという課題があります。 

 以前、障害者手帳をお持ちの方から、20年ぐらい使っ

ている障害者手帳がぼろぼろになってしまい、ケースか

ら出し入れすると破れてしまいそうです、カード型の障

害者手帳があるようですが、富良野もカードや電子化に

はできませんかとのお声をいただきました。 

 調べてみると、厚生労働省による2019年４月の省令改

正で、自治体判断での発行が可能になっていましたが、

富良野の場合は、北海道が発行主体となるため、市の独

自ではできないこと、各種サービスを受けた場合に証明

印を押すことから、紙である必要があることが分かりま

した。 

 そのような中、最近、デジタル障害者手帳のことを知

りました。障害者手帳アプリを使ってスマホ画面に表示

されるデジタル障害者手帳、ミライロＩＤを、紙製の障

害者手帳と同様に本人確認とする取組が全国で始まって

いました。令和３年３月からは、国土交通省の通知によ

り全国のＪＲで使用可能となっており、北海道内では、

ＪＲをはじめ、航空会社、バスやタクシー、北海道立施

設などで導入しており、レジャーのカテゴリーに富良野

市内の対象場所があるなど、今後も、活用範囲の広がり

に伴い、北海道内外で導入事業者が増えるものと考えら

れます。自治体では、石狩市が北海道内初の自治体導入

をされています。 

 そこで、市の考えについて、４点お伺いします。 

 １点目は、デジタル障害者手帳は、障がい者の社会参

加の促進や外出などの利便性の向上につながると思いま

すが、市はどのような認識をお持ちでしょうか、見解に

ついてお伺いします。 

 ２点目は、北海道の公式ホームページでは、障害者手

帳による割引制度などに係る本人確認の簡素化について

アプリの活用などと、北海道民に向け、周知をしていま

す。本市においても、障がいをお持ちの方はもちろん、

家族や市民にも分かるように、本人確認の簡素化につい

て情報提供を行うべきと思いますが、周知、広報の取組

について考えをお伺いします。 

 ３点目は、障がい者の社会参加を促進するため、官民、

様々な事業者において障がい者割引をしている施設があ

りますが、本市において、障害者手帳の提示で利用料な

どの減免を受けることができる本市の施設についてお伺

いします。 

 ４点目は、障がい者が公共交通機関などの福祉サービ

スを利用するときに、紙製の障害者手帳をバッグやかば

んから取り出し、見開きにして提示するより、スマホ画

面を提示するほうが障害者手帳所持者の心理的負担も軽

減すると思います。本市でも、幅広く活用ができるよう

にするべきと思いますが、導入について考えをお伺いし

ます。 

 ２件目は、子供の食物アレルギーの対応についてお伺

いします。 

 １項目めは、子供の食物アレルギーの対応についてで

す。 

 学校におけるアレルギー疾患の取組については、平成

20年第３回定例会において一般質問を行い、教育長から

は、アレルギー疾患の有病率は、小学校では全国平均を

下回り、中学校では全国平均を少し上回っている実態で、

学校現場で特に学校生活管理指導表に基づく取組を行っ

ている、学校給食センターでは、対応マニュアルを作成

し、取り組んでいる、教育委員会では、各学校の状況を

的確に把握し、保護者へ通知を行いながら万全な対応に

努めているところとの答弁をいただいた経過があります。 

 その後、10年以上を経過いたしますが、最近になって、

小さいときに食物アレルギーはなかったのですが、大き

くなってから急にアレルギーを発症するようになったの

ですという親の声を聞くことが多くなってきました。 

 食物アレルギーを持つ子供は、各学校に生活管理指導

表を提出するのですが、その学校生活管理指導表につい

ては、文書料なので、いままでは公的保険に含まれず、

富良野では１人につき2,000円程度の保護者負担がありま

したが、令和４年４月からは、国の診療報酬改定により、

公的医療保険の適用対象となりました。加えて、これま
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で９歳未満で年２回までであった小児食物アレルギー負

荷検査にあっては、保険適用の対象範囲が16歳未満で年

３回までに拡大されています。負荷検査の年齢や回数が

拡大されたことで、９歳以上になってもアレルギーが続

き、複数のアレルギー原因物質を持っている児童生徒に

とっても検査が受けやすくなると思います。 

 いずれにいたしましても、アレルギーの子供を持つ親

は大変な苦労をされており、何より患者である子供自身

が一番大変な思いをしております。保護者の負担軽減に

つながる食物アレルギーに関する情報提供は、学校、保

護者、教育センターと情報を共有する上でも、子供の健

康を守る上でも大切であると思い、今回、改めて質問さ

せていただきます。 

 １点目は、前回の質問時には、食物アレルギーの有病

率は全国2.6％という状況下でしたが、その後、北海道教

育委員会が策定した学校における食物アレルギー対応の

進め方で示された文部科学省調査の食物アレルギー有病

率は、全国が小学校4.5％、中学校4.7％に増加しており、

北海道の状況においては、小学校4.1％から7.7％、中学

校4.2％から8.5％、高校においても3.3％から7.4％と、

10年前と比較し、全ての校種において約２倍と全国平均

を大きく上回って増えている実態にあります。 

 富良野市の状況は、どのようになっているのでしょう

か。本市の小・中学校における食物アレルギーを持つ児

童生徒の実態についてお伺いします。 

 ２点目は、食物アレルギーのある子供が学校に提出を

している生活管理指導表の保護者負担の軽減になること

は、食物アレルギーを持つ子供の保護者にとっても、ま

た、学校生活管理指導表の提出を保護者に求める学校側

にとっても、双方にとってメリットがあると考え、何よ

り学校における子供たちの安心・安全につながると思い

ます。 

 春の入学に備え、就学前に提出する生活管理指導表提

出の手順や流れはどのようになっているのでしょうか。

学校現場での対応についてお伺いします。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 大栗議員の御質問にお答えします。 

 １件目の障がい者が安心して暮らせる共生社会の推進

についての１点目、障がい者とともに暮らせるまちづく

りについてでありますが、共生社会に対しての取組につ

きましては、平成30年度から、第４期富良野市障がい者

計画に基づき、障がいのある人をはじめ、誰もが住み慣

れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指し、「と

もに生き・ともに暮らせるまち ふらの」を基本理念と

し、障がい者施策を推進してまいりました。 

 ソフト面での取組や成果につきましては、令和３年度

に実施した第４期富良野市障がい者計画の中間評価にお

いて、乳幼児健康診査やあそびの教室など、早期発見、

早期支援の推進、児童発達支援事業や療育支援事業など

の教育・発達支援の充実、市ホームページのアクセシビ

リティーの向上やラジオ広報ふらのの放送など、情報の

バリアフリー化等について成果が見られております。 

 第５期富良野市障がい者計画の策定における共生社会

の実現に向けた取組につきましては、現在、富良野市障

がい者計画策定市民委員会において、中間評価や令和４

年３月に実施した富良野市障がい福祉に関するアンケー

ト調査の結果を踏まえ、本年度中の策定に向けて審議を

行っているところであります。 

 ２点目の障害者手帳のデジタル化の取組についてであ

りますが、デジタル障害者手帳は、専門アプリにより障

害者手帳の情報をスマートフォンに取り込むもので、窓

口等での確認を障害者手帳の代わりにスマートフォンで

スムーズに行うことができ、道内でも鉄道、バス事業者、

映画館、道立施設などでアプリによる本人確認が導入さ

れ始め、障がいのある方の利便性を向上させるものであ

ると認識しております。 

 本市における市民への周知、広報の取組につきまして

は、市ホームページや心身障がい者の手引きにより、本

アプリについて情報提供するとともに、福祉関係機関等

に周知を図ってまいります。 

 本市の施設では、富良野市中心街活性化センターふら

っと、富良野市スポーツセンター、五郎の石の家などに

おいて障害者手帳の提示による利用料金等の減免を行っ

ております。 

アプリによる本人確認の導入につきましては、今後、

障がい者に対する減免等を適用している施設管理者に導

入に向けた協力を要請するとともに、市内各事業所へア

プリの周知を図ってまいります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 大栗議員の御質問にお答えいたします。 

 ２件目の子供の食物アレルギーの対応についてであり

ますが、本市においては、食物アレルギーを有する児童

生徒が安心して学校生活を送るために、令和２年９月に

学校における食物アレルギー対応指針を策定し、保護者、

学校医、養護教諭、学級担任、栄養教諭などを中心に適

切に対応しているところであります。 

 本市の食物アレルギーを持つ児童生徒の実態について

でありますが、令和４年３月に北海道教育委員会から報

告された公立学校児童等の健康状態に関する調査報告書

によると、小学生の割合は11.9％、北海道が9.3％、中学
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生の割合は14.3％、北海道が10.7％となっており、いず

れも本市は北海道の数値を上回っている状況にあります。 

 次に、本市の食物アレルギーにおける生活管理指導表

などの対応についてでありますが、小学校入学前に行う

就学時健康診断で、保護者から食物アレルギーに関する

調査、面談を行い、食物アレルギーを有する場合は医療

機関への受診を勧めております。診断の結果、学校生活

での特別な配慮や対応が必要な場合には、医師が作成し

た学校生活管理指導表を学校に提出いただき、これを基

に学校では取組プランを策定し、保護者との確認の下、

対応しているところであります。 

 今後も、学校における食物アレルギー対応につきまし

ては、教職員が児童生徒の情報を共有し、連携した対応

ができる校内体制の下、関係機関との連携も図りながら、

安全・安心な学校生活の環境づくりを進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） それでは、１件目の障がい者が

安心して暮らせる共生社会の推進についての中で、２項

目めのデジタル化の取組についてお伺いをさせていただ

きたいと思います。 

 通告をしてから、先日、音更町が10月１日からデジタ

ル障害者手帳、ミライロＩＤを導入するということで報

道がされておりました。音更町の総合体育館ですとか様々

な施設、そして、音更町の福祉課の方によると、市町村

自治体が事業者として導入しているのは石狩市に次いで

２番目になるということでの報道でございました。 

 先ほどは、施設管理者に要請し、市内事業所へ周知し

ていくという御答弁でございましたが、この導入につい

ての考えというのはどのようなものなのでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 この導入という言葉がちょっと何か難しい概念があっ

て、恐らく、いま、ミライロＩＤのホームページには北

海道内の市町村で導入しているというのは石狩市しか載

っていなく、都道府県でも北海道は載っていません。北

海道は載っていないのですけれども、実は、このミライ

ロＩＤを窓口で出したときに使えるようにしている市町

村は、いまのところ、いっぱい出始めていると思います。

北海道も、もう北海道立施設とかではできているという

ことで、音更町が２例目という意味は、使えるように窓

口で適用になった市町村が２例目というよりは、ミライ

ロＩＤに事業者として登録したかどうかだと思うのです。 

 ですから、私どもも、折を見て、ミライロＩＤに、一

事業者として、利用できる事業者として富良野市を登録

するかどうかというのは今後検討してまいりますが、先

ほど市長が答弁したとおり、先に、市の施設とかの窓口

で障がいのある方がお見せしたときには使えるように取

り組んでまいりたいということでございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） 了解いたしました。 

 先ほどの御答弁の中で、障がい者の方々に対して情報

を入手しやすいように手引を配付していくという答弁を

いただいたところでございます。 

 障がい者へお渡ししている障がい者のしおりといいま

すか、手引を、いつ頃、御配付されるのか、そして、ス

マホを使う障がい者アプリに注目をして、使いたいと思

う障がい者や御家族の方々に登録する支援を行う、こう

いうようなサービスの考えというのはいかがでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 市長の答弁でございました心身障がい者の手引きにこ

のことを新たに入れて障がいのある方々にも周知を図っ

ていきたいということでございますが、こちらのほうは、

手引を更新して、ちょうど、先ほど１項目めでありまし

た障がい者計画ができ上がったときに、各障がい関係、

福祉関係の施設にこれを配付する際にこちらの手引のほ

うも配付して、より多くの方にこのことを周知する、枝

葉を広げていくといいますか、そのような形でしていき

たいというふうに考えてございます。そういう部分で、

市のホームページでは、このミライロＩＤについて、北

海道と同様な形でより広く周知を図ってまいりたいと思

います。 

 ですが、大きなまちと違うところなのかもしれません

が、富良野市の特性なのか、全体的な傾向かとも思いま

すが、実は障害者手帳をお持ちの方の約６割が65歳以上

の高齢者の方で、所持者の７割を占める身体障害者手帳

をお持ちの方に限りますと、74％ぐらいの方が高齢者の

方ということでございます。ですから、なかなか、スマ

ホをお持ちの方、また、お持ちでもこちらをうまく普及

していくということは困難なところがあろうかと思いま

すが、当然、若い方とかというのはこのニーズは確かに

あると思いますので、できるだけ私どもでお手伝いをし、

どういう形になるか分かりませんが、普及をしながら少

しずつでもミライロＩＤを使った取組というのを広げて

まいりたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 
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○５番（大栗民江君） 市内の事業者へ周知をされて、

そして、事業者が、例えばバスですとか、タクシーです

とか、様々に移動するときに使う、そういうところでう

ちもいいですよということになった場合には、どのよう

に広報というのでしょうか、使えますよということを教

えていただけるのか、どういうふうになっていくのか、

取組についてお伺いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再々質問に

お答えいたします。 

 市内の事業者とかに御協力いただいたときということ

でございますが、まず、一つ考えられるのは、バスとか

タクシーとか、そういう公共交通機関の方々に御協力い

ただいたときには、ミライロＩＤに、もし御登録いただ

ければそこに掲載されて利用者にも知られるということ

もございます。公共交通機関に関しましては、もし御協

力いただいたときは、私どもから、ホームページ等でお

知らせするということもできるかというふうには考えて

ございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） 了解いたしました。 

 情報アクセシビリティー、これに関する法もいろいろ

改正され、整備されてきているようでございますので、

デジタル化の取組をしっかり進めていただきたいと思い

ます。 

 それで、２件目の子供の食物アレルギーの対応につい

てお伺いをさせていただきたいと思います。 

 教育長のほうからは、富良野は北海道の数値を上回っ

ている、こういう御答弁でございました。富良野のお子

さんは、５月１日現在では、本市の小学生907名、そして

中学生468名で、合計1,375名の児童生徒さんがいらっし

ゃると思うのですが、このうち、各学校の現場と連携を

取り合いながらやっていく分では、この数値というもの

は押さえていらっしゃるのでしょうか。人数についてお

伺いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君) 大栗議員の再質問

にお答えいたします。 

 市内の小中学生でアレルギーのある子供の人数という

ことでありますけれども、いま、８月１日現在というこ

とで調べさせていただきました。その中では、いま現在、

小学生におきましては33名、中学生におきましては10名

の児童生徒が学校生活管理指導表を学校のほうに提出し

ている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） 現状は、43名の小・中学生がい

らっしゃるということでございました。 

 その中で、いま、アレルギーの子が本当に増えている

ということでございますので、生活管理指導表に関しま

して、43名の皆様以外に出していただいている方はいら

っしゃらないのでしょうか。学校側から出してください

ということで要請をされているというのはいかがでしょ

うか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君) 大栗議員の再々質

問にお答えいたします。 

 学校生活管理指導表につきましては、医師の診断を含

めて、必要な方ということで出していただいているとこ

ろであります。 

 ただ、先ほど教育長の答弁にもありましたように、就

学時健診等々のときにアレルギーの調査は行っておりま

す。その中で、言うならば生命の危険といいますか、そ

んなふうにならない程度のアレルギーだとか、その部分

につきましてはその中で把握をしているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、大栗民江君の質問は終

了いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、本日の日程は終了いた

しました。 

 10日、11日は休日のため、12日、13日は議案調査のた

め、それぞれ休会といたします。 

 14日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午前11時５分 散会 
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